
表1　試験区と頭数

若齢 高齢

4ヵ月
5

(3.9±1.8)

5

(8.4±0.5)

6ヵ月
5

(3.4±0.5)

5

(7.7±0.4)

8ヵ月
3

(3.6±0.4)

3

(8.6±0.4)

※若齢…7歳未満、高齢7歳以上

再肥育期間

区分

年齢区分※ 　(頭数(平均年齢±SD))
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一般的な黒毛和種肥育牛は、雌牛も 29カ月齢程度で出荷されていますが、繁

殖牛として飼養されて出産を経験した牛は、平均年齢 10歳程度で廃用されてい

る状況です 1)、2)。

一方、黒毛和種の枝肉は、家畜改良や飼養管理技術の向上により、格付け A4

以上の割合が 8 割以上を占める状況となっていますが、消費者ニーズは健康志

向の高まりや、食味・食感の良さ、牛肉価格の高止まりを理由に、適度な脂肪交

雑で値頃感のある牛肉が求められる傾向もあります 3)。

こうしたことから、今後の牛肉生産量の増加のためには、黒毛和種繁殖雌牛の

再肥育による牛肉生産も考えられています 3）。

このため家畜改良センターでは、1回以上出産を経験した自場産の黒毛和種繁

殖雌牛（以下、経産牛とします）を用いて再肥育試験を実施し、増体や肉量、枝

肉成績などに及ぼす影響について調査したので報告します。

①試験方法

再肥育試験には合計 26頭の経産牛を用いました。年齢は 2～9歳、産次は 1～

6 回にそれぞれ渡っており、うち 19 頭については各年春から秋にかけて放牧を

経験しており、年齢の進んだ個体ほど放牧期間が長くなっていました。

これらの牛について、再肥育期間については 4、6、および 8 ヶ月の 3 つの区

に、また、年齢については 7歳未満を若齢、7歳以上を高齢と定義して 2つの区

に配置し、試験を実施しました（表 1）。再肥育期間中の給与飼料については、

イナワラと配合飼料を給与しました。



増加率計算式：（各月末体重－ 肥育開始時体重）÷ 肥育開始時体重
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②増体について 

試験期間中毎月１回測定した体重データをもとに、再肥育期間中における「体

重増加率（各月の体重測定値から再肥育開始時の体重を減じ、その値を再肥育開

始時体重で除する）」を算出して比較した結果、3 つの再肥育期間いずれにおい

ても終始若齢が高齢を終始上回って推移していました。このうち 8 ヶ月間再肥

育した区の推移を図 1に示しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 期間中は終始若齢が高齢を上回って推移し、特に７～８ヶ月目では統計的に

有意な差が見られました。また、6ヶ月目と 8ヶ月目における体重増加率の差を

見ると、若齢で 7.6 ポイント増加しているのに対し、高齢は 2.9 ポイントしか

増えていませんでした。このことから、特に素牛となる経産牛が高齢である場合

は、6ヶ月以上の再肥育によっても体重の大幅な増加が見込まれないため「無駄

飼い」となってしまう可能性が示唆されました。 

 

③肥育中の肉量・肉質の変化（超音波画像） 

 全ての試験牛について毎月１回、左 6-7 肋骨間に超音波プローブを当て、ロ

ース芯を中心とする超音波画像データを収集し、画像解析ソフトウェアにより

ロース芯面積ならびに BMS（牛脂肪交雑基準）ナンバーをそれぞれ推定しました
4)。図２および３に測定作業および解析の様子を示しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 体重増加率の推移 

 

図２ 超音波画像データ採取の様子 
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 各推定値について、8ヶ月間再肥育した群のロース芯面積ならびに BMSナンバ

ーの推移を、図 4・5にそれぞれ示しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 再肥育開始から 5カ月目までは、ロース芯面積・BMSのいずれも高齢が高めに

推移していましたが、6か月目で若齢が追い付く形で点が重なり、それ以後は差

図４ 超音波画像解析によるロース芯面積の推移 

 

図５ 超音波画像解析による BMS ナンバーの推移 
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図３ 超音波画像データの解析 

 



再肥育期間 年齢 n 枝肉重量 胸最長筋 面積 ばらの 厚さ 皮下脂肪 の厚さ 歩留 基準値 BMS No. BCS No. BFS No.

若齢 5 353.1±45.2b 39.2±8.7 6.1±0.5 2.7±0.3 71.8±1.1 3.2±0.8 4.6±0.5 3.4±0.5b,d

高齢 5 425.3±43.1 47.4±7.9 6.6±1.1 3.3±1.0 71.7±0.9 3.0±0.7 5.6±0.9 4.4±0.5

若齢 5 377.2±15.7b 40.6±4.4 6.5±0.4 2.1±0.5 72.4±0.5 3.2±0.8 5.2±0.8 3.6±0.5d

高齢 5 461.2±25.3a 53.2±3.7 7.5±0.3 2.8±0.4 73.0±0.6 4.4±1.1 5.0±0.7 5.2±1.1c

若齢 3 401.0±9.1d 48.0±1.7 7.0±0.3 2.4±0.8 73.2±0.9 4.0±0.0 4.3±0.6 3.0±0.0b,d

高齢 3 509.7±7.7a,c 48.3±4.7 9.0±1.1 3.5±0.8 72.2±0.6 3.7±1.2 5.0±0.0 5.7±0.6a,c

異符号間に有意差あり（a-b 1%水準、c-d　5%水準）

4ヵ月

6ヵ月

8ヵ月

牛 再肥育期間 と畜時年齢 総放牧日数 BFS

Ａ 4ヵ月 8歳7ヵ月 639 5

B 6ヵ月 7歳8ヵ月 604 4

C 8ヵ月 9歳3ヵ月 633 6

が見られなくなりました。素牛となる経産牛が高齢である場合、肉量・肉質の大

幅な増加は期待出来ず、また若齢であっても値の増加が期待出来るのは 6 ヶ月

程度までとなり、以後増加速度は失速してしまう可能性が示唆されました。 

 

④枝肉成績 

 各試験区の枝肉成績（枝肉 6形質および BCS（牛肉色基準）・BFS（牛脂肪色基

準））5)を比較しました（表 2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 枝肉重量ならびに BFS について、高齢で有意に値が大きくなる結果となりま

した。枝肉重量については、再肥育開始時点で高齢の体重は若齢よりもすでに重

く、再肥育期間中もその差が維持され続けた結果と考えられました。一方 BFSに

ついては、放牧期間中に摂取した生草に由来するβカロテンにより黄色味を帯

びた脂肪となった事が考えられますが、放牧期間が長い牛ほど（つまり高齢の牛

ほど）、その蓄積量が多くなっていたことが考えられるため、高齢で有意に値が

大きく（より黄色味が強く）なったものと推察されました。 

表 3 に、高齢の牛の中で総放牧日数が比較的近いものを各肥育期間から 1 頭

ずつ選び、それぞれの BFSの値について示しました。これを見ると、再肥育の期

間を延ばしたとしても BFS の値は下がりにくく、脂肪の黄色味はなかなか落と

せない事が示唆されました。表 3の各牛の枝肉画像を図 6に示しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2 枝肉６形質および BCS、BFS を比較 

 

表 3 高齢のうち、総放牧日数が近かった 3 頭の BFS 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤まとめ 

 以上の結果から、経産牛の再肥育を行う場合、素牛となる経産牛が高齢である

場合は 6ヶ月よりさらに長く再肥育を行っても体重の増加が期待できないこと、

さらに肉量・肉質については、たとえ若齢であっても 6 ヶ月より長く再肥育を

行ってもさほど向上が期待出来ない可能性が示唆されました。また、再肥育を長

くしても、放牧等によって脂肪に蓄積されているβカロテンに由来する脂肪の

黄色味はなかなか抜け落ちない事も明らかにとなりました。 

本試験では 7 歳以上の牛を高齢と定義して、それより若い牛との比較を行い

ましたが、一般的な廃用牛の年齢が 10歳程度であることを考えると、最適な再

肥育期間は 6ヶ月間程度であることが示されました。 

A B 

C 図 6 表 3で示した各牛の枝肉画像 

 



1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

5 61 2 3 4

留

意

す

べ

き

点

2

給与量(kg)

10

9

8

7

6

5

月→

週→

4

3

○肥育開始後のイナワラ食い込み量は
多くなるので、十分確保しておく。
○早い牛では再肥育開始1カ月半で食
い止まりを起こしていたことから、再
肥育初期段階といえども牛の様子は注
意深く観察する。
○残滓を出す場合は増給速度を落とす
など、画一的ではなく、個体に合わせ
た飼養管理を心がける。

○食い止まりを起こす牛が出始める時
期であるため、注意深く牛を観察する
必要がある。
〇微妙な残滓が続く牛、食欲にムラが
みられる牛などには、無理して配合
10kg給与を維持せず、1～数週間給
与量を1kg程度落とすなどしながら様
子を見る事が大切。

○この時期に残滓が続いたり、食い止まりを起こ
す牛については、体型の変化（俵型に近づき、増
体の余地が見込めない体型になっているか？な
ど）を見つつ、場合によっては肥育予定期間の満
了を前に出荷する判断を下す事も大切である。
○粗飼料の食い込みが落ちてくる個体も出始める
ので、イナワラを切断する、あるいは逆に長物を
給与してみるなど、物理的な変化を与えると食い
始める場合もある。

再肥育前期 再肥育中期 再肥育後期

肥育配合

イナワラ

 本試験結果に基づく経産牛再肥育プログラムを、参考例として作成しました

（図 7）ので、再肥育を試みられる際の一つの参考としてご活用頂けますと幸い

です。 
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図７ 本試験に基づく、経産牛再肥育プログラム（参考例） 

 


